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任せいただきたいということです。思いは一つ、

同じだと思います。 

○浅野敏明議長 ２番、勝見英一朗議員。 

○２番 勝見英一朗議員 これで終わりにします

が、この学力のところを見ていきますと、長井

市でまずどうなっているのということを最初に

聞いてからその次に行かなきゃいけないんです

よね。それだけ一手遅いわけです。だとしたら、

現実はこうなっているんだけれども、なぜこう

いうことが起こるんですか。そしてこういうふ

うに起こっているのだけれども、こういうふう

になったほうがいいんじゃないですかと質問で

きれば一番いいわけなのですが、その一つ手前

のことからやらなきゃいけないということを今

回特に感じました。白書でなくても結構ですけ

れども、あくまでも実態が分かるということを

ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 

 内谷邦彦議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 次に、順位２番、議席番号７番、

内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 おはようございます。政

新長井の内谷邦彦です。 

 防災及び今後の観光事業について伺います。

明確な回答をよろしくお願いいたします。 

 最初に、防災について伺います。 

 防災に関しては、９月本会議でも多くの議員

が質問されておりますが、今回、産業・建設常

任委員会にて熊本県益城町に行政視察を行い、

熊本地震からの復興について説明を受けた際、

長井市の対応はどのようになっているのかとい

う疑問がありましたので、確認をさせていただ

きます。 

 益城町は熊本県の中央北寄りで、熊本市の東

隣に接する人口約３万3,000人の町です。町の

東部から南部にかけて九州山地系に連続する山

が連なり、北部一帯は益城台地と称される畑地

が開け、中央には水田と都市近郊の住宅地が広

がっています。益城町には熊本の空の玄関であ

る阿蘇くまもと空港、陸の玄関口である益城熊

本空港インターチェンジなどの交通拠点やグラ

ンメッセ熊本などの交流拠点を有しています。

町全域が熊本都市圏の都市計画区域となってお

り、震災前の人口は３万4,999人、世帯数１万

3,455世帯、震災前までは人口増加傾向でした

が、震災後減少、現在の人口は３万2,676人、

世帯数は１万935世帯となっております。 

 益城町で震災直後の問題として職員参集状況

の未把握などがあり、初動対応の遅れにつなが

ってしまった。職員は集まっているが、点呼を

取ることができなく、指示、指令が出せない状

況であった。緊急時の職員出勤の把握方法の検

討をする必要性を強く感じたとの話がありまし

たが、長井市の場合、どのように行うことを想

定しているのかを総務参事に伺います。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 お答えいたします。 

 職員の初動マニュアルに従いまして、地震が

発生したら長井市の震度を確認いたしまして、

職員は速やかに、自主的に各自の勤務先、職場

にまず参集いたします。避難所担当職員につい

ては、職場でなくて避難所にすぐ行く形になり

ます。また、職員参集メールによりまして職員

に伝達いたしまして、職員の安否も含め参集状

況を確認するとともに、参集してから各班の班

長、これは職場長となりますけども、班別に確

認、点検を行いまして、総務班へ報告いたしま

す。なお、総務班長については、総合政策課長

が就いていますが、総合政策課長のほうで取り

まとめを行います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 そうなると、集まってき
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た人が一々点呼を取って、来たかどうかを確認

するという考え方なのですか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 参集の状況によって、職員

の例えば大地震であれば安否の状況もございま

すので、出勤した職員を各職場のほうでその時

点で確認して、所属長のほうで参集した職員を

把握して、総務課に連絡をして、総務課で全体

を取りまとめるというような状況でございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 要するに集まってきまし

た。それで点呼取りました。報告するのが要す

るに人づてに全部行くという形になるんですか、

それともある程度何かの媒体を使って行くとい

う考え方ですか、全部人なのですか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 システムとかは入ってませ

んので、人手で、手動でする形になります。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 あと避難所ありますよね。

避難所に来たか来ないか、要するに来れなかっ

た人がいるのかいないのか、そういった把握は

どうやってなさるのですか。要するに役所に防

災本部ができたとして、各避難所の職員の配置

関係はどのようにして把握するのですか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 避難所の対応につきまして

は、対策本部で職員が詰めておりますので、対

策本部と、あと各避難所にまず電話が通じれば

電話で確認いたしますし、あとは電話不通であ

れば無線を使って、それぞれ全ての避難所を確

認する形になります。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 じゃあ、各避難所に無線

連絡、要するにそういった一般的な媒体を使わ

なくても全部点呼が取れる状況がそろっている

という考え方でよろしいんですか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 議員のおっしゃるとおりで

ございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 次にも通じるんですけど

も、各種通信手段やＳＮＳが使えない場合の対

応を検討する必要性を強く感じたという話が益

城町の説明の際にありましたけども、長井市の

場合、今の話ですと無線があるということです

ので、そういった形で対応するという考え方で

よろしいんですか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 基本的に職員は自主的に市

役所の本庁舎、あと各避難所や各コミュニティ

センターのほうに参集することになりますが、

各地区のコミュニティセンターにつきましては、

通信手段としてデジタルＭＣＡ無線等を設置し

ておりますので、そちら19局設置しております。

また、避難所開設時の通信手段といたしまして

は、担当職員へ配付いたします防災行政無線、

こちら41台設置しておりまして、そちらで災害

時の連絡手段としております。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 あと役所のほうに職員が

集まってくるとした場合に、何％の人間が集ま

ってくるという考え方の検討はなさっていらっ

しゃいますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 地震の規模にもよりますの

で、一概にどれぐらいか想定しておりませんが、

休日とか時間外であれば７割、８割ぐらいは参

集できるかなと考えております。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 検討という場合は基本的

に最悪な状況を考えるべきだろうと思いますの

で、７割、８割が集まればかなりだなと思いま

すけども、実際問題、市で考えている防災計画

を実行するとした場合に、何％の職員が、最低

ですよ、最低何％の職員が来ないとやれないと
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いうような検討はなさっていらっしゃいますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 具体的にそこの何％の職員

でできるかというところはちょっと詳しいとこ

ろは想定しておりませんが、初動マニュアル

等々、あと各計画で人員を各班配置しています

ので、ある程度職員は来られない状況を見越し

ながら計画のほうは策定した状況でございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 基本的に私、聞きたいの

は、要するに最悪の状況を考えると、最低何％

の職員が必要だと。このためには、じゃあ、何

をしなきゃなんないかというところまで私自身

としては検討すべきだろうなと。だから基本的

にこういった防災とかなんとか、最悪の状況を

机上でもいいから計算するという状況が非常に

大事だと思うのですけども、その辺の考え方と

いうのはないということなんでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 そこまで具体的なところま

で精査しておりませんので、今後の検討課題と

させていただきたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 ぜひその辺も併せて検討

いただきたいと思います。 

 あと、益城町では職員に事前通告なしに緊急

招集をかけていると。要するに11月の防災訓練

ありましたよね、あれの場合だと、こういうふ

うにしますって全部ストーリーがあるじゃない

ですか。だけど、要するに地震の場合だといつ

起こるか分かんないじゃないですか、基本的に

は、今起こるかもしれない。そうした場合に、

どういうふうな体制でも集まってこれるような

要するに職員に意識づけをするために、益城町

では事前通告なしに緊急招集かけるらしいんで

すけど、そういったことは長井市ではやってな

いですよね。今後そういったことをやるような

意図というのはありますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 職員の初動マニュアルにお

きまして、例えば第１次配備であれば震度４の

ときは各班の部門の参事級であったり、例えば

第３次配備であれば震度５強の場合は震度を見

ながら各職員が自主的に出勤するような形を取

っていますので、特に訓練という形じゃなくて、

まず職員が各自判断して自主的に震度を確認し

ながら出勤する形になっています。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 要するに職員の意識づけ

のために益城町では緊急招集をかけて、いかな

る場合でも集まる体制をつくっているというこ

とらしいんですけど、そういったことは長井市

ではやっていらっしゃらないようなので、現実

的に被災された地域ではそこまでやっていかな

いとなかなかやっぱり難しいと考えてこういう

ことをやっていらっしゃると思うんですけど、

そういったことを検討する余地もないという考

え方ですか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 今後具体的には検討してま

いりますが、総合防災訓練のときに全職員に対

しまして参集メールの送信を行いまして、安否

の確認と参集できるかどうかの確認は取ってお

ります。あと８月３日、４日の水害のときにつ

いても、各職員のほうが自主的に被害状況、大

雨の状況を確認しながら出勤できておりますの

で、当然訓練も必要ですけども、現状としても

職員のほうが十分認識して参集している状況は

ございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 地震の場合、突発という

形になりますので、そういったことを考えると、

意識づけとしてはいついかなる場合でも呼び出

されることがあるんだということを意識づける

ことは非常に重要だと思いますので、その辺も

やっぱり併せて検討いただきたいと思いますの
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で、よろしくお願いします。 

 あと、地震などで今回、長井市の場合、野川、

白川、最上川という橋、川に挟まれているわけ

ですよね。そうした場合、その橋が通行止めと

なった場合の職員体制というのは検討なされて

いるのかどうかを伺います。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 まず、防災拠点、市役所で

すけども、市役所のほうに参集可能と想定され

る部分については中央地区の職員、平野地区の

職員、あと豊田地区の白川左岸の職員を中心に

庁舎に集まってもらって災害対策本部体制を確

立しながら情報収集や業務分担を行っていく形

になるかと思います。市役所のほうに参集でき

ない職員につきましては、各地区のコミュニテ

ィセンターへ参集いたしまして、災害対策本部

と連携し、指示の下、情報収集や災害対応に当

たると想定しております。また、状況に応じま

して、退職者等への応援の依頼等もすぐに対応

できるような体制の整備を行っていきたいと考

えております。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 その中で白川なんですけ

ど、コミュニティセンターって川の向こう側で

すよね。白川、要するに豊田地区を考えた場合、

白川あってコミュニティセンターも中、要する

に市内のほうに入っちゃうんですよね。市内に

入っちゃうと、じゃあ、どこを拠点にすると、

豊田小学校が拠点になるのですか。その辺決め

ていらっしゃいますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 やっぱり豊田地区について

は川の向こうになってしまいますので、豊田小

学校を拠点として考えると思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 ぜひその辺もきちっと検

討なされて、その辺の場所もきちっとされない

と、やはりどこに集まる、コミュニティセンタ

ーまで超えて橋通れないのですけど、どうする

んですかってなっちゃう。 

 あと、命令体系というのはどういった形の命

令体系になっているのか、その辺も決められて

いらっしゃいますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 今想定していない部分につ

いては早急にシミュレーションしながら確認し

ていきたいと思いますし、あと命令系統につき

ましても、各班に班長いますので、班長を中心

に指示、命令に行くような形になっています。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 ぜひその辺、机上で結構

ですので、検討していただきたいと思います。 

 あと、避難所の人数把握についてどのタイミ

ングで報告、報告の方法は何種類か検討してい

るのか、その辺はいかがでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 避難所につきましては、避

難所の開設業務マニュアルにおいて整理をして

おりますが、まず１時間置きに地区、行政区単

位ごとの避難者の数、あと世帯数をまとめまし

て災害対策本部のほうに報告をいたします。 

 報告の方法につきましては、電話、あと電話

混んだときはメール等を使いますが、先ほど質

問あったとおり、その手段が遮断される可能性

もありますので、防災行政無線等を使って報告

をすることになるかと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 あと、上水道が使えなく

なった場合の対応についてはどのように考えて

いらっしゃるのかを伺います。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 飲用水の確保につきまして

は、大規模災害時の山形県市町村広域相互応援

に関する協定がございます。あとは福島・宮

城・山形の広域圏災害時相互応援協定等々の各

協定や山形県知事を通じまして自衛隊に災害派
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遣要請を行いまして対応してまいります。 

 また、水道施設の復旧のほうでございますが、

日本水道協会山形県支部で定めます水道施設の

災害に伴う相互応援計画等に基づきまして、構

成団体で相互応援活動によりまして迅速な応急

復旧を行っていきます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 上水道を使えなくなった。

私個人の考え方なんですけども、市内６地区で

井戸水を使用している家庭ってあると思うので

すよ。だからその井戸水の水質検査をして、要

するに飲料水として使用できるところをやっぱ

り水道が断水したときにはその水を使えるよう

な体制を取るとか、あと市内で消雪で利用して

いる井戸ありますよね。そういった井戸を利用

すると飲料水では確かに使えないかもしれない

んですけど、ほかの用途としてその水が使える

んじゃないかと。その水を使うためにどうする

かと、そういった検討というのはなされてない

と思うんで、できるのかどうなのか、その辺は

いかがでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 今、議員からありました内

容につきまして、まだ検討したことはありませ

んので、担当部署に相談してみたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 利用できるものを全て利

用する体制はぜひ取っていただきたいと思いま

す。だから日常生活ができなくなる部分になり

ますので、じゃあ、いかに早く日常生活を取り

戻させるかという形になると、やっぱりこうい

った要するに電気、水という部分が非常に大切

な部分になってくると思いますので、この辺は

併せて検討いただければと思います。 

 あと、益城町では度重なる余震で屋内での避

難をちゅうちょし、青空避難や車中避難が多く、

避難者の人数確認が困難という話がありました。

長井市の場合でも当然同様のことが起きる可能

性は高いと思いますが、その辺に関しての対応

は検討されていますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 避難所以外への避難者を行

政で把握についてはかなり難しいかなと思って

いるところでございます。各地区のコミュニテ

ィセンターを中心に屋外の拡声装置によります

周知や避難状況を取りまとめていただくなど関

係団体の協力がなければこのような情報を把握

することはできないと考えております。今後、

各地区のコミュニティセンターの方々と協議を

重ねながら、地域の情報収集にご協力いただく

ようお願いしながら、避難者数を把握する方法

なども検討していただいて、避難者の方々が適

切な支援物資等を受けられるような連携を図っ

ていきたいと思います。 

 あと、将来的には各地区のコミュニティセン

ターにつきましては、防災の機能を設置する等

の対応を検討していきたいと考えておりますの

で、今後そういったところをコミュニティセン

ターと協議して検討してまいりたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 あと、車中避難する市民

に駐車場を指定するということもやっぱり考え

ていく必要があると思うんですけども、その辺

に関してはどのように考えるのかと、場所等何

かあるのかどうかはいかがでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 災害時につきましては、交

通渋滞や二次災害を防ぐために基本的に徒歩に

よる避難を原則としておりますが、ただし高齢

者等徒歩による避難が困難な方もいらっしゃい

ますので、車で避難された方の駐車場の確保に

ついては各避難所のほうで一定数は確保してい

るところでございます。 

 なお、熊本地震、益城町のような状況につき

ましては、ほぼ全ての住民が避難者になったと

いうことと、地震の恐怖、余震の多さで車中避
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難が特に多かったということでお聞きしており

ますので、そのような大規模な地震災害におい

ては、屋外に広大なスペースが必要になってき

ますので、置賜生涯学習プラザの総合運動公園

であったり、各小・中学校のグラウンドを使用

していただくようなことも想定しているところ

でございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 その辺も併せて検討して

周知していただけるとありがたいなと思います。 

 あと、益城町では、地震の際の経験から、段

ボールなどのパーティション等の仕切りより新

型コロナウイルス感染症の問題やプライベート

空間を確保するためにはテントが最適として、

テントを使用することに決めているようですけ

ども、長井市の対応では、今、段ボール等ベッ

ドであったりパーティションというのはそろえ

ていらっしゃると思うんですけど、現実問題と

して、先進地というか、被災された地域では、

段ボールなどよりもテントのほうが非常に重要

だと考えていらっしゃるようなんですけど、そ

の辺に関してはいかがでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 大規模な災害によりまして、

避難が長期化する場合につきましては、仮設住

宅を建設し入居いただくような形なるかと思い

ます。 

 また、８月の豪雨災害の教訓から、避難所で

の新型コロナウイルス感染症対策のために隔離

して使用できるスペースの確認を現在はしてい

るところでございます。段ボールのパーティシ

ョンのほか、議員からありましたプライベート

空間の確保、新型コロナウイルス感染症対策の

観点からもテントが大変有効と考えております。

簡易テントの整備をするとともに、今、包括連

携協定を締結しております株式会社モンベルの

ほうから中型テントの購入を進めているところ

でございます。これにつきましては、避難所で

の滞在日数を考慮しながら、今後その状況に応

じて使っていきたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 ぜひやはりその辺先進地

の例を倣ってその辺も併せて検討いただきたい

と思います。 

 あと、健常者以外の方々の避難所、福祉避難

所についてはどのような対応を考えているのか、

避難所を指定して集中的に対応することもやっ

ぱり検討する必要性があると思うんですけど、

その辺に関してはいかがでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 そういった福祉避難所につ

きましては、避難所での生活に支障があると認

められる要援護者を受け入れていただくため、

医療機関はじめ、市内15か所の福祉施設等と協

定を取り交わしているところでございます。健

康班によります健康相談、保健指導を実施いた

しまして、避難者の状況に応じた福祉施設を選

定し、現在受入れの調整を行っているところで

ございます。 

 また、避難行動要支援制度におきましても、

個別避難計画の策定に取り組んでおりまして、

将来的にスムーズな調整が可能になるように現

在取り組んでいるところでございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 これ益城町の例なんです

けど、そういった福祉避難所にも一般の避難者

が押し寄せてきて、福祉の方の対応ができなく

なったという話もあったんですよ。そういった

ことというのは想定されていらっしゃいますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 今までそういったことは想

定しておりませんでした。議員から熊本の視察

の報告書を見せていただいて、そういった課題

があることは今回分かりましたので、今後検討

してまいりたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 
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○７番 内谷邦彦議員 ぜひやっぱり様々な方が

いらっしゃいますのでそれに対応する施策が非

常に重要だと思いますから、その辺も併せて検

討していただきたいと思います。 

 あと、福祉避難所で想定した場合に、そこで

使用する備品、介護用品であったり衛生用品や

洋式のポータブルトイレなどの備蓄については

どのように考えていらっしゃいますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 福祉避難所で使用する介護

用品等の備蓄はしておりませんが、まずは各施

設のほうで購入しております物品を使用させて

いただきたいと考えております。その後、日用

品であったり資材等の協力団体に支援を依頼い

たしまして、優先的に提供を受け、届き次第配

付していきたいと考えております。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 介護用品であったり衛生

用品、健常者以外の方が使うものに関しては、

やはりどのぐらいの人数いるかというのは当然

分かっていらっしゃるわけですから、その部分、

当初、二、三日分だけはぜひ備蓄していただき

たいと個人的には思います。やはりうちが被災

していなければ持ち出せるのでしょうけど、自

宅が被災した場合はそういったもの一切持ち出

せなくて、身一つで来られる方も出てくると思

います。これしか使えないとか、これがないと

駄目だという人が出てくる可能性もありますの

で、健常者であれば何とでもなるのでしょうけ

ど、やはり健常者以外の方というのはそれでな

いと駄目だという方がいらっしゃると思います

ので、その辺の要するに要望であったり、そう

いったものも聞き取って、その辺も備蓄品の中

に何点か入れていただきたいと思うのですけど、

その辺の検討はいかがでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 今ご提案いただいた内容に

つきましても、検討してまいりたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 よろしくお願いします。 

 あと、災害発生時ですね、各地から支援品が

入ってくることが予想されますけども、支援品

の受入れや配付の体制については検討なさって

いらっしゃいますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 長井市の地域防災計画にお

きまして、物資の拠点といたしましては、置賜

生涯学習プラザ、市民文化会館、あと野川まな

び館を指定しているところでございます。商工

班によりまして、運営責任者を設置いたしまし

て、搬入されます物資、支援物資等を受け入れ

るとともに、避難所への配付を行っていきたい

と思います。また、自主防災組織や各地区のコ

ミュニティセンター、災害ボランティアや輸送

関係の協定団体の協力を得ながら配付体制も整

えてまいりたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 支援品というのは基本的

に１か所にどんと集めて、そこから配るという

形になると思うのですけど、そういった体制と

いうのは要するに、でも、今、市民文化会館で

あったり何か所か分かれると、物によって分け

るのか、それとも来た順に分けていくのかって、

そこまで想定なさっていらっしゃいますか。や

っぱり物をどこにどういうふうに置くか、配置

するか、そういったことも検討していかないと、

実際配付する側、やる側の人間、非常に大変だ

と思うんですよ。そうした場合に、水はここに

行けばいいって、食料品はここに行けばいいと

いう形できちっと取っていかないと難しいんじ

ゃないんですかと。だからその辺も併せて、文

化会館であれば当然飲料水はここに全部集まる

ような手配をしますであったり、食料品であっ

たらここの場所に全部集まるような手配をしま

すという考え方でいったほうがいいんじゃない

かと思う。その辺はいかがなのですか。 
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○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 まず、拠点としては、置賜

生涯学習プラザを拠点に全てそこでいくのかな

と思います。そこがいっぱいになったときに市

民文化会館であったり、まなび館はちょっと遠

くなっていますので、市民文化会館になると思

いますけども、あくまで拠点のほうは置賜生涯

学習プラザを中心に組んでいきたいと考えてお

ります。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 置賜生涯学習プラザって

避難所になっていませんでしたっけ。そこに人

が集まる、支援品が集まるってことにならない

ですか。そういったことも考えていらっしゃい

ますか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 避難所にもなっていますの

で、災害の規模にもよると思いますが、その辺

は実際にシミュレーションしながら検討してま

いりたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 やはり何度も言う最悪の

状況を見て、じゃあ、置賜生涯学習プラザにそ

の地域の平野地区の人間がどんとどれだけ集ま

ってくるのかというのは大体人数数えると分か

っちゃいますよね。そうした場合に、じゃあ、

この場所とこの場所は全部使われるなと思った

場合に、じゃあ、この場所は空けましょうとか

って、要するにそこまでやっていかないとなか

なか難しいでしょうね。そこら辺の検討という

のは今後していただけるのでしょうか。 

○浅野敏明議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 はい、今後検討してまいり

たいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 この項の最後、市長に伺

います。あと、市の防災訓練については、非常

時の手順確認の観点からは非常に有効だと思っ

ております。あと、突発的な対応についての準

備としてはできてないのではないかなと個人的

に考えます。やっぱり突発的に起こる災害の可

能性もあり、そのときの職員の行動はどうある

べきか、あと災害発生時、最悪な状況について

も机上の計算であっても検討すべきだと思いま

すが、市長の考えを伺います。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 内谷邦彦議員から熊本地震の対応等々につい

て、益城町にご視察に行かれたということで、

レポートも私、読ませていただきまして、やっ

ぱり我々知らないことをいろいろ研修なさって

きたなと。それを受けての私どもに対する提言

ということでございますが、たしか熊本の地震

も私ども長井盆地西縁断層帯、非常に厳しい活

断層があるわけでございますけれども、たしか

熊本はマグニチュード7.4が今後30年以内に

0.8％ぐらいの確率だったはずなのですね。長

井の場合はマグニチュード7.7ぐらいでたしか

2.0％ぐらいの確率、ですから、私どものほう

が高いです。でも、熊本で起きて、ほかにも例

えばまだ起きてないという言い方をしたほうが

いいのかもしれませんけれども、首都圏直下と

か東海、東南海、こちらのほうも非常に高いわ

けですよね。もう数十％、30％、40％と言われ

ていますから、ですから、どこでいつこういっ

た地震が起こるか分からないということで備え

をしなきゃいけないというわけでございますが、

私どもの例えば行政の備えはどうなっているか。

非常に厳しいご指摘もいただきましたけれども、

例えば最近一番大きい地震は阪神淡路大震災で

すよね。あれは27年前。その起きた後、国のほ

うから様々な改正があって、それぞれの地方自

治体もきちんと対応しなさいよということの条

例改正等々が求められました。その後、新潟沖、

特に中部沖地震とかありましたよね。そのとき

もありました。 
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 そのときどんなことを長井市がしてきたかと

いうと、それなりに改正しているだけなのです

よ。もう絵に描いた餅以下です。全く用をなさ

ないような国からそう来たから直せばいいだろ

うと。したがって、私ども驚愕したのは、やっ

ぱり東日本大震災でああいう災害を受けて、

我々としてはあのときは執務時間中だったもの

ですから、すぐ被害状況とかいろいろなことを

対応できたわけですけども、今回の熊本地震も

そうですし阪神淡路大震災なんかもそうですし、

全く朝方早くとか、そういうときなんですね。

そのときの対応というのは、極めて難しいと思

います。それを例えば計画で書いていても、そ

んなもの何の役にも立たないというのは、職員

自体が被災するわけですから、もしかしたら亡

くなるかもしれない。 

 ですから、そういう意味でいえば、やはりど

こかの時点で私どもも計画をつくっていかなき

ゃいけないんでしょうけど、マニュアルとかね。

今もある程度のマニュアルあります。ただ、そ

れも多分実際発災して被災した場合は全く役立

たないということでしょうから、ご質問、ご提

言のことで申し上げれば、やはり議員おっしゃ

るように、机上であっても最悪の状況を検討し

て情報をある程度我々も一人一人共有しながら、

その対応について心がけをきちんとやること、

持つことということと、それなりのマニュアル

を作る。そのために、今、年に一回、地区別に

総合防災訓練やっているわけなんですが、災害

の種別ごとの訓練も毎年１回程度はそれとは別

にする必要があると考えているところです。 

 やはり益城町でもそうだったとレポートなん

かでもありましたけれども、例えば私どもの場

合ですと消防の職員がいますよね、西置賜消防

本部に。こういった職員には無線で連絡するん

ですよ。でも、職員一人一人に無線を預けて、

何かあったら非番招集ですぐ来いとはなかなか

手当の関係もありますしね、一般職にはそうい

ったことはそう簡単にはできないと思っていま

す。したがって、どんな対応したらいいかとい

うのは正直なところこれから検討しなきゃいけ

ないと思っていますが、ただ、内谷議員からは

11項目、私で12項目でございますから、いろい

ろご質問ございましたけれども、やはりほとん

どが今の段階ですとその場になってみないと分

かんない。しかも発災した時間とか曜日とかに

よってその対応は当然違うと。 

 あとは、ただ一つ言えることは、今あらゆる

災害を想定した総合的な計画、それとマニュア

ルはありまして、この間の８月のような長井市

としては一番危険性が、被災する可能性が高い

と推定される水害、これらについてはそれなり

の対応ができていると思っています。ただ、地

震は多分この地域で東日本大震災みたいな、あ

るいは阪神淡路大震災の直下型の地震なんてい

うのは体験した例がないですよね、何百年、も

しかしたら何千年ないかもしれない。その備え

を今からやれというのは、なかなか我々行政だ

けではどうしようもない。したがって、市民の

皆様も含めた自主防災組織とか、あるいは最後

は隣近所ですよね、特に地震なんて一気にぼん

と来るわけですから。そのときにどういうふう

にして自分の命を守り家族の命を守り、周りの

人たちで助け合うかというところを日頃やっぱ

りしっかりと合意形成、そして訓練をしておく

必要があるということだと思っております。 

 したがいまして、繰り返しになりますが、ぜ

ひこういった研修、視察をされたときは、私ど

もにもいろいろご助言、あるいはご提言などを

いただき、そして私どもも当然地震が一番怖い

ので、そういった備えとしての防災訓練、これ

から毎年になるか、テーマごとに毎年毎年何ら

かの防災訓練は必須だと思っておりますが、そ

ういったところを今後心がけてまいりますので、

よろしくご指導いただきたいと思います。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 
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○７番 内谷邦彦議員 市長から答弁いただきま

した。あらゆることを想定することは非常に重

要なことだと個人的には考えます。あと、被災

された地域には様々なノウハウが蓄積されてい

ると思いますので、被災後の問題点や検討すべ

き課題については十分にリサーチして長井市の

対応に生かすべきだろうと思いますし、物事を

なす際には段取りが非常に重要で、段取り八分

という言葉もあり、様々な危険性に対して対応

すべく検討し、やっぱり机上であっても検討で

きることは検討し、想定外という言葉ができな

い、要するに基本的には想定内の範囲で終わら

せていただければ非常に被害が少なく市民の安

全性も守れるんじゃないかと思いますので、そ

の辺よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、今後の観光事業について伺います。 

 最初に、８月３日からの豪雨被害により中断

されておりましたダム関連の観光事業について

伺います。 

 長井ダムながい百秋湖のカヌーやゴムボート

ツアーが再開されたことは、秋の観光シーズン

での大きな収穫となったと思いますけども、遊

覧船などの観光についての復旧はどのようにな

っているのか、また、来シーズンに向けどのよ

うに対応することとしているのか、産業参事に

伺います。 

○浅野敏明議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 お答えいたします。 

 ８月３日から４日にかけましての豪雨により

まして、本市では水陸両用バスと遊覧船で利用

している特に折草沢、また三淵渓谷へのボート

ツーリングを行っている合地沢でも土砂の流出

がありまして、使用不能になったところでござ

います。特に折草沢は沢に下りる道路、そして

沢水を流している暗渠、また駐車場が全部流さ

れるという甚大な被害を受けております。その

結果、８月４日以降の水陸両用バスと10月に予

定しておりました遊覧船事業全て中止とさせて

いただいたところです。 

 この災害を受けまして、すぐに国土交通大臣

に対しまして公明党を通じて災害復旧の迅速な

対応を要望させていただいたところでございま

す。また、本市がお世話になっている水辺空間

のオープン化は、国土交通省東北地方整備局最

上川ダム統合管理事務所で管轄していらっしゃ

いますので、そちらの所長さんのほうにも要望

をさせていただいたところでございます。 

 その結果、国土交通省には迅速な対応をして

いただいておりまして、合地沢につきましては

流出した土砂の撤去が完了し、三淵へのボート

ツーリングは９月16日から開始できました。無

事に11月13日まで運行することができたところ

でございます。大きな被害となった折草沢につ

きましては、現在も急ピッチで対応をしていた

だいているところでございまして、流入した土

砂の撤去、それからダム湖への進入路の本格的

な復旧工事を現在行っていただいているという

ところでございます。国のほうでは今後も工事

の進捗について情報交換しながら運行の計画を

立ててまいりたいと思っておりますが、来年度

の水陸両用バスの運行期間、運行時期につきま

しては、例年どおり営業が可能なように、今、

国のほうに頑張っていただいているというとこ

ろでございます。 

 これにつきましては以上でございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 ぜひ例年どおり行えるよ

うに交渉のほうと、あと確認のほうをよろしく

お願いしたいと思います。 

 あと、この時期になるとススキやセイタカア

ワダチソウなどの雑草が生い茂り、景観を邪魔

しているところが多々見られると。除草につい

ての考え方を教えてください。特に道路脇など、

観光地として目指すのであれば、低層の雑草で

あれば目立たないと思うんですけど、どうして

も背が高くなると非常に目立ってしまい、県道
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や国道ののり面についても、県や国に要望して

も対応いただけない場合どうするのか、その辺

も併せて教えていただければと思いますので、

よろしくお願いします。 

○浅野敏明議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 観光事業と市内の景観、特

に景観環境というのは非常に密接な関係がある

ということは議員のおっしゃるとおりだと認識

しております。例えば国、県が管理していると

いいますと、河川の堤防などになりますけども、

水まつりなどにつきましては、河川敷を国から

占用させていただきまして、河川緑地公園など

の草刈りなどを事業に連携して行っております

けども、基本的には河川管理者につきましては、

洪水のおそれのある時期に前もって整備してい

くというのが基本でありまして、必ずしも長井

市で行う観光事業と時期を合わせるということ

は難しいところでございます。この場合、祭り

時期につきましては、状況によりましては建設

業者さんとか、それからボランティア、そして

長井市で直接ということもありますけども、草

刈り等を行って実施しているところでございま

す。 

 あと、ダムのオープン化に伴いまして、やま

がたアルカディア観光局が水辺空間の使用を自

由にさせていただいているところでございます

が、こちらについてはちょっと今まで環境整備

のほうまで手が回っていなかったということで、

こちらは今後検討していかなければならないな

と改めて思ったところでございます。 

 これまでも国や県に整備時期や整備箇所の相

談は行ってきて観光事業を実施しておりますけ

ども、かなうかどうかは別として、今後とも引

き続き両者と相談をしながら事業をやっていき

たいなと思います。 

 あと、もう一つ言えることなのですけども、

やっぱり市民の皆さんの景観意識というのが大

変重要だなと感じております。例えばの話です

が、野川の右岸地区では、地域の住民が県から

アダプト事業を受けまして、堤防の除草を行っ

ております。左岸部につきましても一斉に河川

環境の整備などを行っていただいておりますし、

この地区以外でも、例えば今泉などでもそうだ

と思いますが、地区一斉に環境整備ということ

を行っていただいております。それから道路沿

いですけども、これは長井市で進めている花い

っぱいのまちづくり事業、こちらのほうに参加

していただいているところが様々なところで花

を植栽して維持していただいておりますけども、

特に中央地区の方々につきましては、あやめ公

園、つつじ公園の花の時期に気を配っていただ

きまして、観光客が通る道路沿いの手入れを行

っていただいております。こういった市民の皆

様の日頃の景観意識の醸成、これを向上させる

ことが観光振興を進める上では必要だなと感じ

ておりまして、そのような方面からも今後波及

するように声がけをしていきたいなと考えてい

るところでございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 なかなか難しいことだと

思いますけど、ススキとかセイタカアワダチソ

ウに関しては、刈らないとその次の年、えらい

ことになっちゃうという話ですから、やはり継

続というのは力になるだろうと思いますので、

その辺も併せてぜひ検討いただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 あと、次に移りますが、新型コロナウイルス

感染症の問題で、様々なイベントが中止になっ

ていましたけども、徐々に再開されてきており

ます。また、海外からの観光客についても様々

な規制が解除され、戻ってきておりますけど、

新型コロナウイルス感染症が発生する前にイン

バウンドでの観光客を呼び込むという話をかな

りされておりましたけども、今後の観光事業に

ついての展望や目標について教えてください。 

○浅野敏明議長 赤間茂樹産業参事。 
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○赤間茂樹産業参事 インバウンドにつきまして

は、令和２年の春に大規模な台湾からの旅行者

を招く計画を立てておりましたけども、残念な

がらその春に新型コロナウイルス感染症が蔓延

してできなかったとなっておりまして現在に至

っております。今年、日本政府が10月11日に邦

人個人旅行を解禁したということに加えまして、

円安であるということも受け、全国的に外国人

の訪日旅行が増えている状況でございます。追

い風が吹いているという時期だと感じておりま

す。 

 やまがたアルカディア観光局では、11月20日

から22日に東北ジャパンネットワーク、これは

台湾の旅行会社ですけども、お呼びいたしまし

て、この地域の商品説明及びアドバイスを受け

ております。これは置賜地域インバウンド促進

協議会というのがございまして、こちらと連携

して台湾のライオン旅行社に向けた通年旅行商

品の営業を行ったものです。この営業の結果に

つきましては、来年４月からのツアーの実施の

働きかけにつながっていくものでございます。 

 また、年明け２月２日から４日にかけまして、

山形中央観光株式会社主催のファームツアー、

ファームツアーというのは旅行会社を観光地に

招聘するというものでございますけども、これ

を実施いたします。これによりまして、やまが

たアルカディア観光局のほうでも現在受入れの

対応を行っているところです。この春からでき

れば通年で呼べるようなツアーを組ませていた

だきまして、特に冬の各種体験事業などを観光

局では予定したいとしております。 

 このほかの旅行会社を通じたということでは

ないんですけども、現在、長井市ではけん玉に

よるまちづくりを進めておりますが、このたび

11月10日に４代目の地域おこし協力隊員、ニッ

ク・ギャラガーさんが就任いたしました。これ

で現在ＳＰＩＫｅには２人のアメリカ人協力隊

員がいるということになりますけども、この２

人ともお話ししていますが、彼らも海外のお客

様も視野に入れた事業展開をしたいということ

も言っておりますので、そういったところでも

インバウンドのつながりが出るのかなと思いま

して期待しているところでございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 よろしくお願いします。 

 あと、次の質問ですけど、ながい水まつり・

最上川花火大会でこれだけの若い人がいるんだ

というぐらい若い人が集まりました。やっぱり

これから若者を積極的に集めるイベントの開催

も可能だと思っておりますし、必要だと思って

いますけども、その辺に関してどのように考え

ていらっしゃいますか。 

○浅野敏明議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 確かに水まつりには非常に

多くの若者が集まりまして、花火大会というの

はやっぱりそういう若者を引きつける力がある

のだなと改めて感じているところです。 

 全国的な若者の集まるイベントなどを見ます

と、野外での音楽フェスティバルとか、非常に

何万人も集まるようなイベントもございます。

こうした大きなイベントというのは非常に有効

だなとは思っておりますが、現実的なところな

のですけども、こういった大きな若者の集まる

イベントを運営する、実行する人のやっぱり熱

意、それから相当な人手がかかるということが

ありまして、これを例えば市とか観光協会とか

で行うというのは非常に厳しいところがあるな

と思っております。 

 例えば過去に長井市で行われたこういった催

しの一つで、ぼくらの文楽というのがありまし

た。これは実行委員の方々が市の予算を頼らず

に参加料だけで実施したイベントでございます

けども、こういった手法もそれこそ何万人とい

うイベントではないんですけども、非常に有効

な手段であって、こういったやり方もあるなと

思っているところであります。 
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 長井市といたしましては、若者に何を期待し

ているかというと、最終的にはまちなかに若者

が多くいるまちを目指したいと思っております。

この目標に近づける取組としてつながるんでは

ないかなと思っているのは２つほどあります。

１つは、伝統文化、あるいは古い町並みと現代

アートの融合ということです。これは実際、今、

文教の杜で取組を始めているんですけども、丸

大扇屋で今年は若者、現代アーティストの作品

展示をいたしました。プラスその展示する作品

の創作活動を長井市内で行っていただいたとい

うことで、また小桜館のほうにも中学生、高校

生の作品の展示会を行ったりしています。こう

いう取組につきましては、市内の若者にとりま

しても地元と密着したり、または地元にもこう

いうところがあるんだなという見直し、それか

ら参加する機運が高まるという効果があると思

いますし、その結果だとは思うんですけども、

今年の文教の杜にいらっしゃったお客様につい

ては、若者が非常に増えたという報告も受けて

おります。こうした文化芸術、アートをまちな

かに融合させる取組というのは、非常に効果が

ある手法だと考えております。 

 ２つ目は、またけん玉ですけども、特にけん

玉もどちらかというと若い世代に人気があると

いうことで、来年は日本けん玉協会主催になり

ますけども、みちのくけん玉フェスタを長井市

で開催するという計画を立てております。やが

てはけん玉についてもワールドカップを長井市

で開催したいと皆さん頑張っていらっしゃいま

すので、ぜひそのようにいくように進めてまい

りたいと思います。 

 このほかのアウトドアスポーツなどは特に若

者が集まりやすいということで、株式会社モン

ベルさんと連携して、モンベルが深く関わる事

業の一つにＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴという

イベントあるんですけども、これはパドル、バ

イク、ハイクということで、要は湖の上でカヌ

ーをこいだり、それから自転車で走ったり、最

終的には山に登るというようなイベントなので

すけども、この開催も長井市内辺りでできない

かということで現在調整を進めているところで

ございます。 

 このように、全国の若い世代に対して長井市

の知名度が上がる取組というものは非常にこれ

から必要になるんではないかなと思っておりま

す。そういったことを進めることによりまして、

若者が集まるまちというものに向かっていきた

いなと考えているところでございます。 

○浅野敏明議長 ７番、内谷邦彦議員。 

○７番 内谷邦彦議員 最後の質問、ちょっと飛

ばしちゃいますけど、やっぱり併せて女性客も

ぜひ呼んでいただきたいと思います。観光客の

誘致を積極的に進め、市域経済の活性化が不可

欠。また、女性の観光客を市へ誘客することが

重要と思いますので、今後ともよろしくお願い

したいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

○浅野敏明議長 ここで暫時休憩といたします。

再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５９分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○浅野敏明議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 金子豊美議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位３番、議席番号６番、金子

豊美議員。 


